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Abstract
Since 2000, the popularity of South Korean popular culture known as Korean Wave or Hallyu has increased 
significantly in Southeast Asia.  The Korean Government now recognizes cultural industries as one of the 
top key industries of the nation.  The purpose of this paper is to review the cultural export promotion 
policies of the South Korean Government which are the basic backgrounds of the spread of Korean Wave, 
and to investigate how Korean Wave is being accepted and developed in Southeast Asia by drawing on the 
examples of Vietnam and Thailand.  Among many genres, such as music and film, this paper focuses on 
Korean TV dramas as they are the most important driving force in the Korean Wave industries.  By 
 examining push and pull factors in both importing and exporting countries, it indicates that in Vietnam and 
Thailand, the carefully-planned strategic economic support of the Korean government for these industries 
and the rapid expansion of multi-channel TV and multi-media industries, which are in want of attractive 
content, are the most important factors that have contributed to the Hallyu expansion.
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2003; 권승호他 2003; 윤재식 2004; 이운영他 2006; 이진석他 2006; 채지영他 2006; 이병민 2007; 방정배
他 2007］。しかし，分析の対象地域は日本や中国といった東アジア地域に偏っている。東南アジアを





























































図 2 ジャンル別輸出構成比 4）（金額ベース） 図 3 輸出先別構成比（金額ベース）







































































































2001 0.5億 25カ国，110社 570万
2002 5億 24カ国， 99社 770万
2003 5億 22カ国，151社 977万
2004 5億 26カ国，156社 1,300万
2005 6億 32カ国，147社 1,500万
2006 8億 36カ国，150社 1,700万
2007 11億 40カ国，149社 1,600万
2008 10.5億 45カ国，160社 2,700万


























2003 800,000 591,076 73.9 14（3） 9,190,000
2004 770,000 742,167 96.4 16（3） 17,873,420
2005 974,000 877,689 90.1 20（4） 36,498,382
2006 1,000,000 875,217 87.5 19（4） 30,651,658





翻訳 吹き替え 字幕 録音室 編集室 ME分離
支援数（話） 946 322 65 125 147 1,151 2,756
比率（％） 34.3 11.7 2.4 4.5 5.3 41.8 100
出所：［강익희 2007: 25］
10）中国の場合，中国の全ての放送局やケーブルテレビ局を統括している組織である SARFT（the State 
Administration of Radio, Film, and Television）が 2006年 1月末から 6月末まで，韓国ドラマに対する一
切の審議を保留することにより，国内のテレビ番組を保護する政策がとられた［윤재식 200 7: 14］。中
国政府は，韓国ドラマを含む海外ドラマのゴールデンタイム放映禁止など放送規制措置を取ったこと
に加えて，2006年から韓国ドラマに対する放映許可を大幅に減らした。その結果，2005年に放送され
た韓国ドラマが 29本あったのに対し，2008年には 15本へと約半分に減少した［新東亜 2009年 10月
1日］。

































































の国外への輸出において不利であると看做されてきた［Dupagne and Waterman 1998; Waterman


















14） 日本の場合，ドラマの企画は最低 6カ月から 1年前に始まり，放映以前にすべての撮影を終了するか，


































































わせて 15本に及ぶ結果をもたらした［박장순 2006: 89］。最近の例としては，MBCドラマ『太王四神
記（2007）』が 2008年 9月 10日から 13日にかけて，スペシャルパートを含め 1話から 3話まで，放送
を連続して編成し，視聴者の注目を集めた。これに対し SBS（1991年に開局）はドラマ『ロビイスト
（로비스트 , 2007）』を，一日 2話，週に 4話編成することで対抗した［심정영 2008: 28］。




















재복 2005: 91］。日本のマンガが原作である韓国ドラマ『花より男子（꽃보다 남자，2009）』も
日本を始め，中国，台湾，フィリピン，シンガポール，インドネシア，タイ，ベトナムなどア















日本 16,000～25,000 30,750 最高 100,000 307 All-rights最初ギャランティー基準
平均 20,000 65 All-rights平均価格
中国 2,500～8,000 7,875 最高 13,000 165 All-rights価格基準
平均  7,000 89 All-rights平均価格
台湾 2,000～5,000 5,250 最高 21,000 400 All-rights価格基準
平均  9,000 172 All-rights平均価格
香港 2,000～5,000 5,250 最高 7,000 133 TV&ホームビデオ価格基準
平均 4,500 86 All-rights平均価格
シンガポール 900～2,000 2,175 最高 3,000 138 All-rights価格基準
平均 2,500 115 All-rights平均価格
マレーシア 2,000～8,000 7,500 最高 4,000 53 All-rights価格基準
平均 3,000 40 All-rights平均価格
インドネシア 3,000～6,000 6,750 最高 3,200 47 All-rights価格基準
平均 2,000 30 All-rights平均価格
フィリピン 2,000～8,000 7,500 最高 5,500 73 All-rights価格基準
平均 3,500 47 All-rights平均価格
タイ 1,500～3,000 3,375 最高 2,800 83 All-rights価格基準
平均 2,500 74 All-rights平均価格
ベトナム 500～600 825 最高 950 158 TV&ケーブルテレビ価格基準
平均 850 142 TV&ケーブルテレビ平均価格
出所 :［박재복 2005: 49］






























22） 日本では 30億ウォン，アジア 9カ国では総額 20億ウォンの版権料が確保された［韓国日報 2009年 3
月 16日］



























































25） 韓国とベトナムは 2009年 10月に，戦略的協力パートナーシップの関係を結んだ。ベトナムにとって，
この関係を結んだのは，中国，ロシア，インド，日本に次いで，5カ国目である。


























































29） ベトナム最大のエンターテイメント雑誌である『ベトナム映画と舞台（Điện ảnh-Kịch trường Việt 
Nam）』で 2001年から 2003年の間に紹介された韓国ドラマを分析した研究によれば，毎年 100本以上
の韓国ドラマが紹介されている。2001年には 142本，2002年には 114本，2003年には 130本のドラマ
が記事化された。年度別に最も多く掲載されたドラマをみると，2001年は『星はわたしの胸に』，
2002年は『秋の童話』，2003年は『冬のソナタ』という結果が出た。また，1998年に放送された『医






























の 30秒当たりの広告費は放映の合間が 1,750ドル，ドラマの前後は 1,590ドルであり，これは他




























は小さい。2007年末の残額基準で，ベトナムは 1,430件の 34.9億ドル，インドネシアは 992件










時 iTVで放映していたドラマの中で最も高い視聴率を獲得した［김홍구 2006; 2008: 536］。『秋
の童話』の監督のユン・ソクホは2007年にタイを訪問し，その後『秋の童話』の続編である『冬
のソナタ（겨울연가，2002）』『夏の香り（여름향기，2003）』『春のワルツ（봄의 왈츠，2006）』


















韓国ドラマの放送初期ともいえる 2002年から 2005年までは，主な消費者層は 10代や 20代
の若者が中心であり，好まれるジャンルもトレンディドラマが殆どであった。そうした若者を






36） タイは全般的にテレビ視聴率が低い。チャンネル 7のニュースの平均視聴率は 6～7％，輸入番組は最





























約 1,500人のタイ人観光客が同市を訪問した［中央日報 2010年 7月 19日］。
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